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研究成果の概要（和文）：本研究は、技術が新しい行為の形を生み出し、社会のあり方を大きく変える現代において、
技術のあり方に反省的な眼差しを向けることのできる批判的視点を獲得することを目的とした。この研究によって、第
一に、技術に対する批判的視点に関する哲学的考察を進めてその成果を発表することができた。第二に、技術の営みを
記述することの哲学的な意義について考察し、また、実際に日本の職人のフィールド調査を行い、その営みを哲学的に
記述して成果を学会などで発表した。第三に、福島第一原子力発電所事故に関する記述的・規範的探究を進めてその成
果を公表した。第四に、技術哲学の知見を反映させた教科書の作成に参加した。

研究成果の概要（英文）：This research achieved the following. First, it proceeded philosophical 
investigation of technology and gained critical viewpoint to consider it. Secondly, it found the 
philosophical importance of description of technology and could capture the real state of technology, for 
example, the state of work of Japanese experts. Thirdly, it proceeded descriptive and normative inquiry 
on Fukushima Daiichi nuclear power plant accident. Lastly, this research contributed to produce a new 
textbook on engineering ethics, using these findings.

研究分野： 哲学、倫理学
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１．研究開始当初の背景 
技術は人間の誕生以来、人間の生活の便利

さや豊かさの向上に密接に関連してきたが、
現代ほど人間の営みを規定し、また社会のあ
り方に大きな影響を与える時代はない。現代
において技術は、社会そのものを変容させる
原動力になっていると言える。もちろん、技
術的発展は社会に大きな利益をもたらすが、
同時に、それは社会的問題や懸念の源泉にも
なりうる。たとえば、遺伝子技術などの生命
技術の発展は、従来の生命観を大きく揺るが
す可能性を持っているし、また、環境や情報
にかかわる領域においてもさまざまな具体
的問題が生じている。 
現代の技術がもたらす問題や懸念を目の

当たりにして、哲学はどのような構えを取り
得るのだろうか。研究開始当初から現在に至
るまで、技術が新しい行為の形を生み出し、
また社会のあり方を大きく変えるそのさま
を反省的に考察する視点、つまり技術に対す
る批判的視点が求められていると言える。特
に、研究開始当初は、福島第一原子力発電所
事故の直後ということもあり、その事故がも
たらした事態を無視することはできず、技術
がもたらす問題について哲学的に論じる視
点を確立することが一層求められていた。 
また、近年、技術哲学（philosophy of 

technology）の議論がさかんになりつつある。
数々の著作が出版され、技術哲学とデザイン、
技術哲学と工学など、個々の問題に技術哲学
の考察を適用しようとする動向も存在する。
日本の学会においても、技術哲学・技術論に
関するワークショップが開催されるなど、そ
の議論がさかんになっている。本研究も日本
における技術哲学の進展の一翼を担おうと
実施したものである。 
 
２．研究の目的 
技術が新しい行為の形を生み出し、社会の

あり方を大きく変える現代において、技術の
あり方に反省的な眼差しを向けることので
きる批判的視点を獲得することを目的とし
た。具体的な達成目標は以下の通りである。 

（1）技術に対する批判的視点を哲学的に確
立すること：技術がわれわれの世界や行為を
規定するそのあり方について、哲学的に問う
ことが求められている。したがって、反省的
に問うこと、言い換えれば技術の可能性の条
件を超越論的に問うことが必要である。 
（2）技術の営みを言語化・明示化すること：
技術に対する批判的視点を確立するための
基盤として、記述的な探求を重視した。メ
タ・レベルから技術そのものの本質を考察す
るためには、技術的な営みに即して、それが
どのような営みなのかを記述する必要があ
るはずである。 
（3）福島第一原子力発電所事故を事柄に即
して記述すること：記述的探求の一部として
避けて通れない課題であった。ここでは、歴
史的事実も踏まえながら、事故の背景にある

と考えられる日本の科学者・技術者の規範意
識についても考察することも目的とした。
（4）技術哲学の知見を実際の教育に反映さ
せること：（1）から（3）を通して、日本に
おける技術哲学の議論を進展させることを
目指すと同時に、その成果を実際の教育にも
反映させることを課題とした。具体的には、
①人文系学部における教養教育、②理工系学
部における教養教育としての科学教育、③理
工系学部における実践的教育として技術者
倫理教育に技術哲学の知見を反映させるこ
との可能性を探ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、（1）記述的探求、（2）理論的考

察、（3）教育への適用可能性の検討の 3つの
要素から成り立った。平成 25 年度は（1）を
中心に研究を進めた。特に、福島第一原子力
発電所事故に関する研究をまとめてそれを
国際学会で発表することによって、実際に技
術的な営みを記述する探求を進め、同時にそ
の方法論の妥当性について検討することに
した。平成 26 年度は（1）と（2）の架橋を
試みた。職人の分析などによって（1）の探
求を継続しつつ、それまでの研究から明らか
になった技術の営みに関する記述が、技術の
本質そのものを考察する際にどのような視
点を提供するのかを考察した。この考察は、
得られた視点から再度記述の妥当性を考慮
するなど、理論的視点と記述的探求の間で反
照的に進められることが期待された。平成 27
年度は（1）、（2）の研究成果を各種学会で発
表すると同時に、(3)について、技術哲学の
教育に関するシラバスを完成させることを
試みた。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の通りである。 

（1）技術に対する批判的視点に関する哲学
的考察とその成果の公表：現在の技術哲学の
大きな潮流の一つであるポスト現象学的な
考察を中心に、先行研究を踏まえながら技術
に対する批判的な視点を哲学的に確立する
可能性を探究し、その考察結果を国際学会で
発表したり論文として公表したりした。 
（2）技術の営みの記述的探究とその成果の
公表：技術に対する批判的視点を確立するた
めの基盤として、技術の営みを記述すること
の哲学的な意義について考察した。また、研
究協力者の鈴木俊洋氏が実際に日本の職人
のフィールド調査を行い、その営みを現象学
的な観点から記述して成果を学会などで発
表した。 
（3）福島第一原子力発電所事故に関する記
述的・規範的探究とその成果の公表：記述的
探求の一部として避けて通れない課題だと
考え、2013 年度にリスボンで開催された技
術哲学会（ Society for Philosophy and 
Technology）でセッション「Descriptive 
Inquiry of Technology: Confronting 



Perspective About Fukushima」をオーガナ
イズするなど国際学会を含めて積極的に議
論したほか、科学技術の発展と哲学者の責任
について考察した。また、研究分担者の本田
が日本の科学者・技術者の規範意識を考察し
ながら、その問題を論じた。 
（4）技術哲学の知見を反映させた教科書の
作成：（1）から（3）で得られた成果を実際
の教育に反映させるべく、複数の教材作成に
かかわり、技術哲学の知見を組み込んだ新し
い技術者倫理の教材作成に参加した。 

以下、各年度の成果を示す。 

平成 25 年度：①リスボンで開催された技術
哲 学 会 （ Society for Philosophy and 
Technology）に参加し、金光をオーガナイザ
ーとして、直江清隆、本田康二郎でセッショ
ン 「 Descriptive Inquiry of Technology: 
Confronting Perspective About 
Fukushima」を組んでそれぞれ研究発表を行
った。これによって、記述的探究の意義を確
認できたが、日本の状況がいまだ十分には知
られていないことも明らかになり、引き続き
日本の技術を記述的に探究し、それを世界に
発信していく必要性が再認識された。また、
②日本現象学会において、鈴木俊洋（研究協
力者）をオーガナイザーとして、寺本剛（平
成 26 年度より研究分担者）、金光でワークシ
ョップ「科学技術の発展と抑制─現象学には
何ができ、何をするべきなのか？」を開催し
た。ハンス・ヨナスの技術論、世代間倫理、
Peter-Paul Verbeek の媒介理論などを検討
して、理論的な考察を進めるために必要な視
座を得ることができた。さらに、③全メンバ
ーで研究会を 2 回東北大学で開催して、技術
に対する批判的視点の考察を進めるための
予備的研究を行った。ここでは、②を踏まえ
つつ、オランダの技術哲学の議論を検討する
ことの必要性が確認され、平成 27 年度にオ
ランダの技術哲学者らとワークショップを
開催することの可能性が検討された。 

平成 26 年度：①6月にオランダで開催された
日蘭技術哲学ワークショップ（オーガナイザ
ー：本田康二郎、Peter-Paul Verbeek）に参
加し、金光、直江、本田、鈴木が研究発表を
行った。これによって、日本の技術哲学的探
究の成果を世界に発信することができた。平
成 26 年度は技術の営みを言語化・明示化す
ることを目標の一つとしたが、このワークシ
ョップでは、特に日本の職人に関する記述的
探究の成果を発表する重要な場となった。な
お、このワークショップでオランダを訪れた
際に、②現代の技術哲学の中心であるオラン
ダの技術哲学に関する教育の状況について
調査することができた。Peter-Paul Verbeek
が実施する授業も見学させてもらったりし
たが、科学技術の領域における研究倫理の教
育が重要な位置を占めていることが確認さ
れた。また、③3 月に全メンバーで研究会を
金沢で開催して、それぞれ当該年度の研究の

進捗状況を総括するとともに、平成 27 年度
の研究のあり方について議論した。そこでは、
職人に関する記述的探究が当初の予想以上
に重要な知見を生みそうであること、そのか
わりに理論的探究がやや遅れていることが
確認された。またこれまでの研究成果を世界
に発信するために、平成 27 年度に開催され
る技術哲学会（Society for Philosophy and 
Technology）に参加して発表することが確認
された。 

平成 27 年度：理論的考察を練り上げて、最
終的な成果を発表した。具体的には、①6 月
に開催された技術哲学会 2015 年度研究大会
（中国・東北大学）にて、金光、直江、本田、
鈴木がそれまでの研究成果を発表した。これ
によって、本研究による理論的成果および記
述的探究の成果を世界に発信することがで
きた。また、②技術哲学の教育のあり方につ
いて、9 月にメンバーで研究会を開催してそ
の内容を検討した。当初はシラバスを作成す
る研究計画であったが、教育内容、教育手法、
評価方法など検討する項目が多岐にわたり、
現状どのような教育がなされているかを把
握するだけで相当時間がかかることが明ら
かになった。そのため、シラバスの作成は次
期科研費の研究課題とすること、およびこれ
までの成果を活用しながらまず一般的な技
術論の教科書の作成を目指すこととした。最
後に、本研究の総括として、③2016 年 2 月
に金沢および東京で第 2回日蘭技術哲学ワー
クショップを開催した。このワークショップ
には、技術哲学会前会長の Peter-Paul 
Verbeek をはじめ、技術哲学の最前線である
オランダで学ぶ若手研究者を招聘して、最新
の技術哲学の問いについて議論すると同時
に、本研究の成果について総括を行った。そ
こでは、日本からも技術哲学の議論を進展さ
せることの意義、および国際的なネットワー
クで議論を継続することの重要性が確認さ
れた。 
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